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判
　
例
　
研
　
究

七
八

（
六
〇
四
）

〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究

二
己

昭
三
七
2
7
（
報
驕
嘱
諜
＝
コ
蜷
一
）

　
執
行
行
為
に
基
づ
く
弁
済
の
否
認
と
破
産
法
第
七
二
条
第
一
号
の
適
用
、
破

　
産
法
第
七
二
条
第
［
号
に
よ
る
否
認
権
行
使
に
お
け
る
受
益
者
の
悪
意
の
立

　
証
責
任

　
　
弁
済
金
返
還
請
求
事
件
（
昭
三
七
・
一
二
・
六
第
一
小
法
廷
判
決
）

　
　
A
は
昭
和
二
八
年
末
よ
り
資
産
と
目
す
べ
き
も
の
が
殆
ん
ど
な
い
の
に
、
巨
額

　
　
の
金
員
を
借
入
れ
、
翌
二
九
年
末
よ
り
支
払
を
停
止
、
同
三
三
年
三
月
破
産
申

　
　
立
事
件
が
係
属
し
、
同
年
九
月
破
産
宣
告
を
う
け
た
。
原
告
X
（
被
控
訴
人
・

　
　
被
上
告
人
》
は
、
A
の
破
産
管
財
人
と
し
て
、
被
告
Y
（
控
訴
人
・
上
告
人
）
が

　
　
既
に
破
産
状
態
に
あ
つ
た
A
に
対
し
、
昭
和
三
一
年
八
月
二
八
日
よ
り
同
三
二

　
　
年
一
〇
月
ま
で
の
間
に
五
回
に
わ
た
り
な
し
た
債
務
名
義
に
基
く
執
行
は
、
破

　
　
産
法
七
二
条
一
号
乃
至
二
号
本
文
に
該
当
す
る
行
為
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
否
認

　
　
し
、
弁
済
金
員
の
返
還
請
求
を
な
し
た
の
が
本
訴
で
あ
る
。
第
一
審
X
勝
訴
。

　
　
Y
控
訴
。
控
訴
審
裁
判
所
は
、
本
件
に
あ
つ
て
は
、
控
訴
人
に
お
い
て
支
払
を

　
　
受
け
た
本
件
弁
済
金
は
、
も
し
A
が
自
ら
そ
の
弁
済
を
な
し
た
も
の
と
す
れ
ば

　
　
他
の
破
産
債
権
者
を
害
し
控
訴
人
に
利
益
を
与
え
る
意
思
を
も
つ
て
な
し
た
と

　
　
認
め
ら
る
べ
き
状
況
の
も
と
に
な
さ
れ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
つ
て
ず
被
控

　
　
訴
人
は
破
産
法
第
七
二
条
第
一
号
に
よ
り
右
弁
済
行
為
を
否
認
し
う
る
し
、
右

　
　
弁
済
受
領
当
時
受
益
者
た
る
控
訴
人
Y
が
右
弁
済
が
破
産
債
権
者
を
害
す
る
こ

　
　
と
を
知
ら
な
か
つ
た
と
い
う
控
訴
人
の
抗
弁
事
実
は
証
拠
が
な
い
と
し
て
、
控

　
　
訴
棄
却
。
Y
上
告
。

　
　
上
告
理
由
と
し
て
以
下
の
二
点
が
主
張
さ
れ
た
．
㎝
、
破
産
法
七
二
条
一
号

は
、
破
産
者
が
特
定
債
権
者
へ
の
受
益
供
与
の
意
思
を
も
つ
て
執
行
行
為
を
招

致
し
た
場
合
、
た
と
え
ば
債
務
名
義
の
な
か
つ
た
債
権
者
と
申
合
せ
て
欠
席
判

決
を
得
さ
せ
る
よ
う
に
少
く
と
も
破
産
者
が
執
行
行
為
を
招
致
す
る
程
度
の
害

意
を
認
む
べ
ぎ
場
合
に
関
し
、
「
破
産
者
が
自
ら
弁
済
し
た
も
の
と
す
れ
ば
云

々
」
と
い
う
無
理
な
解
釈
を
し
て
同
号
を
適
用
す
る
の
は
違
法
で
あ
る
。
む
し

ろ
第
二
号
の
支
払
停
止
、
破
産
申
立
後
の
行
為
と
理
解
す
れ
ば
直
戴
で
あ
る
．

二
、
原
判
決
は
受
益
者
の
知
情
に
関
す
る
立
証
責
任
を
転
嫁
し
た
違
法
が
あ

る
。
こ
の
場
合
否
認
権
行
使
の
要
件
と
し
て
受
益
者
の
知
情
が
要
求
せ
ら
れ
、

そ
の
立
証
責
任
は
原
告
が
負
う
べ
き
で
あ
る
の
に
、
原
審
判
決
は
Y
に
事
情
不

知
の
拳
証
責
任
を
負
わ
し
て
い
る
の
は
違
法
で
あ
る
。

本
件
判
決
は
こ
れ
に
対
し
て
以
下
の
判
断
を
し
て
い
る
。
一
、
原
判
決
認
定
の

よ
う
な
事
実
関
係
に
徴
す
れ
ば
、
破
産
者
が
本
件
強
制
執
行
を
う
け
る
ま
で
の

間
そ
の
害
意
あ
る
加
功
の
事
実
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
く
、
原
判
決
は
措

辞
い
さ
さ
か
明
確
を
欠
く
が
、
結
局
右
趣
旨
を
認
定
の
上
、
破
産
法
第
七
二
条

一
号
を
適
用
し
た
も
の
と
解
さ
れ
な
い
こ
と
も
な
い
．
所
論
は
ひ
つ
き
よ
う
原

判
決
を
正
解
し
な
い
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
採
用
で
き
な
い
。
二
．

破
産
法
七
二
条
一
号
に
よ
り
破
産
管
財
人
が
否
認
権
を
行
使
す
る
に
は
、
破
産

者
の
悪
意
あ
る
こ
と
を
立
証
す
る
責
任
は
あ
る
が
、
受
益
者
の
悪
意
を
立
証
す

る
責
任
は
な
く
．
む
し
ろ
受
益
者
が
否
認
を
免
れ
る
た
め
に
は
、
そ
の
行
為
の

当
事
破
産
債
権
者
を
害
す
る
事
実
を
知
ら
な
か
つ
た
こ
と
を
立
証
す
る
責
任
あ

る
も
の
と
解
す
る
を
相
当
と
す
る
か
ら
、
所
論
は
採
用
で
ぎ
な
い
．
上
告
棄
却
．

一
、
債
務
の
弁
済
其
他
債
務
の
消
滅
に
関
す
る
行
為
に
関
し
て
破
産
法
七
二



条
一
号
の
故
意
否
認
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
見
解
が
対
立
し
て

い
る
。

　
判
例
は
一
貫
し
て
肯
定
説
を
と
る
。
た
と
え
ば
、
大
審
昭
和
八
年
二
一
月
二

八
日
民
一
判
民
集
一
二
巻
二
四
号
三
〇
四
三
頁
は
、
「
受
益
者
力
行
為
ノ
当
時

支
払
停
止
ア
リ
タ
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
破
産
管
財
人
ハ
破
産
財
団
ノ
為

メ
破
産
法
第
七
十
二
条
第
二
号
二
依
リ
破
産
者
ノ
支
払
停
止
後
二
為
シ
タ
ル
債

務
ノ
弁
済
ヲ
否
認
シ
得
ヘ
キ
ハ
素
ヨ
リ
其
ノ
所
ナ
リ
ト
難
モ
行
為
ニ
シ
テ
同
時

二
同
条
第
一
号
ノ
要
件
ヲ
備
フ
ル
ニ
於
テ
ハ
同
号
二
依
リ
テ
モ
亦
之
ヲ
否
認
ス

ル
コ
ト
ヲ
妨
ケ
サ
ル
モ
ノ
ナ
ル
コ
ト
ハ
法
文
上
疑
ヲ
容
レ
サ
ル
所
ナ
リ
尤
モ
第

二
号
二
該
ル
場
合
二
於
テ
ハ
受
益
者
二
対
ス
ル
弁
済
ハ
当
然
他
ノ
債
権
者
／
不

利
益
ト
ナ
ル
コ
ト
多
カ
ル
ヘ
ク
又
当
事
者
ハ
此
ノ
如
キ
認
識
ヲ
有
シ
タ
ル
コ
ト

ノ
推
定
ヲ
受
ク
ル
ヲ
以
テ
第
二
号
二
当
ル
弁
済
ノ
大
多
数
ハ
第
一
号
二
該
当
シ

債
務
ノ
弁
済
二
関
シ
テ
ハ
或
ハ
第
二
号
ノ
規
定
ハ
第
一
号
ノ
特
則
ニ
シ
テ
第
二

号
二
当
ル
場
合
ハ
第
一
号
ノ
適
用
ヨ
リ
除
外
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ノ
如
キ
外
観
ヲ
呈
ス

ル
モ
第
一
号
ハ
債
務
ノ
弁
済
ノ
如
キ
行
為
二
付
キ
テ
ハ
破
産
者
力
単
二
自
己
ノ

負
担
ス
ル
既
存
ノ
債
務
ヲ
履
行
ス
ル
カ
為
二
誠
意
ヲ
以
テ
為
シ
タ
ル
行
為
ヲ
包

含
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ス
シ
テ
支
払
停
止
ノ
前
後
ヲ
問
ハ
ス
他
ノ
債
権
者
ヲ
犠
牲

二
供
シ
特
二
一
債
権
者
ノ
、
ミ
ニ
利
益
ヲ
与
フ
ル
ノ
意
思
ヲ
以
テ
弁
済
ヲ
為
シ
受

益
者
モ
亦
此
事
実
ヲ
知
ル
カ
如
キ
場
合
ヲ
指
示
ス
ル
モ
ノ
ニ
過
キ
サ
ル
コ
ト
民

法
第
四
百
二
十
四
条
ヲ
適
用
ス
ヘ
キ
場
合
ト
同
様
二
解
釈
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
ル
ヲ

以
テ
（
大
正
六
年
六
月
七
日
言
渡
大
審
院
同
年
（
オ
）
第
百
五
十
三
号
事
件
判

決
並
二
大
正
八
年
七
月
十
一
日
言
渡
大
審
院
同
年
（
オ
）
第
百
九
十
三
号
事
件

判
決
参
照
）
特
二
此
ノ
如
キ
意
思
ヲ
有
セ
サ
ル
弁
済
ハ
同
条
第
一
号
ニ
ハ
触
ル

判
　
例
　
研
　
究

ル
ト
コ
ロ
ナ
ク
其
ノ
支
払
停
止
後
ナ
ル
ト
キ
ニ
於
テ
始
メ
テ
第
二
号
二
当
ル
コ

ト
ア
ル
ニ
過
キ
サ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
其
ノ
第
二
号
二
該
ル
場
合
ト
難
モ
弁
済
者
二

如
上
ノ
悪
意
ナ
キ
ニ
於
テ
ハ
第
一
号
二
依
リ
テ
モ
之
ヲ
否
認
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ

ル
ノ
場
合
ア
リ
テ
両
号
ハ
其
ノ
適
用
上
共
通
ナ
ル
コ
ト
ア
ラ
サ
ル
モ
亦
各
自
広

汎
ナ
ル
別
個
ノ
分
野
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
謂
ハ
サ
ル
ヲ
得
ス
」
と
す
る
．
大
審
昭

和
七
年
一
二
月
一
二
日
民
四
判
民
集
一
一
巻
二
一
号
二
二
六
六
頁
も
、
「
破
産

手
続
二
於
テ
否
認
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ヘ
キ
行
為
ヲ
定
メ
タ
ル
破
産
法
第
七
十
二
条

第
一
号
ニ
ハ
破
産
者
力
破
産
債
権
者
ヲ
害
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
リ
テ
為
シ
タ
ル
行
為

云
々
ト
ア
リ
テ
破
産
者
ノ
為
シ
タ
ル
債
務
ノ
消
滅
二
関
ス
ル
行
為
ヲ
除
外
セ
サ

ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
右
第
一
号
ト
第
二
号
ト
ヲ
対
照
ス
ル
ニ
前
者
ハ
破
産
債
権
者
詐

害
ノ
悪
意
二
出
テ
タ
ル
コ
ト
ヲ
理
由
ト
シ
テ
破
産
者
ノ
行
為
ヲ
否
認
ス
ル
モ
ノ

ナ
ル
ニ
反
シ
後
者
ハ
悪
意
ノ
有
無
ヲ
詮
議
ス
ル
迄
モ
ナ
ク
支
払
停
止
後
又
ハ
破

産
申
立
後
ノ
行
為
ナ
ル
コ
ト
ヲ
理
由
ト
シ
テ
破
産
者
ノ
行
為
ヲ
否
認
ス
ル
モ
ノ

ニ
係
リ
其
ノ
否
認
ノ
条
件
自
ラ
異
ナ
ル
ヲ
以
テ
第
二
号
二
所
謂
債
務
ノ
消
滅
二

関
ス
ル
行
為
ト
錐
破
産
者
力
其
ノ
行
為
二
名
ヲ
籍
リ
特
二
他
ノ
債
権
者
ヲ
詐
害

ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
之
ヲ
為
シ
タ
ル
カ
如
キ
場
合
二
於
テ
ハ
当
該
行
為
ヲ
右
第

一
号
ニ
モ
該
当
ス
ル
モ
ノ
ト
解
ス
ル
ニ
何
等
ノ
妨
ケ
ナ
キ
モ
ノ
ト
云
ハ
サ
ル
ヘ

カ
ラ
ス
加
之
仮
二
右
第
二
号
二
該
当
ス
ル
行
為
ハ
右
第
一
号
二
依
リ
之
ヲ
否
認

ス
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
ト
解
セ
ハ
破
産
者
ノ
為
シ
タ
ル
債
務
ノ
消
滅
二
関
ス

ル
行
為
力
特
二
他
ノ
債
権
者
ヲ
詐
害
ス
ル
ノ
目
的
二
出
テ
タ
ル
場
合
二
於
テ
モ

破
産
宣
告
ノ
日
ヨ
リ
一
年
前
二
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ト
キ
ハ
支
払
停
止
後
ノ
行

為
ナ
ル
コ
ト
ヲ
理
由
ト
シ
テ
之
ヲ
否
認
ス
ル
ヲ
得
サ
ル
コ
ト
同
法
第
八
十
四
条

ノ
規
定
二
依
リ
明
白
ニ
シ
テ
斯
ノ
如
キ
行
為
ハ
民
法
第
四
百
二
十
四
条
二
依
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
　
　
（
六
〇
五
）



　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

破
産
手
続
以
外
二
於
テ
モ
之
ヲ
取
消
ス
コ
ト
ヲ
得
ル
ト
対
照
シ
其
ノ
結
果
ノ
不

当
ナ
ル
ハ
勿
論
破
産
法
力
否
認
ノ
制
度
ヲ
認
メ
之
二
依
リ
破
産
債
権
者
ノ
損
害

ヲ
救
済
セ
シ
メ
タ
ル
精
神
ニ
モ
反
ス
ヘ
シ
由
是
観
之
破
産
者
ノ
為
シ
タ
ル
債
務

ノ
消
滅
二
関
ス
ル
行
為
ニ
シ
テ
破
産
者
力
特
二
他
ノ
債
権
者
ヲ
詐
害
ス
ル
ノ
目

的
ヲ
以
テ
之
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
於
テ
ハ
破
産
法
第
七
十
二
条
第
一
号
及

第
二
号
ノ
何
レ
ノ
理
由
二
因
リ
テ
モ
之
ヲ
否
認
ス
ル
ヲ
得
ヘ
キ
コ
ト
明
白
ナ
リ

ト
ス
」
と
し
て
い
る
（
歓
舗
談
壁
饗
監
雛
製
譲
翻
藷
配
議
騙
翻

塑
瓶
蟹
望
袷
雑
酬
民
）
．

　
か
つ
て
通
説
は
、
破
産
法
七
二
条
一
号
及
び
二
号
乃
至
四
号
の
規
定
を
以
下

の
如
く
説
明
し
肯
定
説
を
と
つ
た
（
腓
硅
綱
腰
蒔
朋
に
瀬
判
郵
劇
哨
曝
調
琳
腋
確
怯
彫
㎝
彦
頗

㎝
醜
財
騰
ト
）
。
第
一
号
は
否
認
の
原
因
を
破
産
者
の
詐
害
意
思
に
求
め
る
故
意
否

認
に
関
す
る
規
定
で
、
民
法
四
二
四
条
と
略
々
そ
の
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
が
、

強
制
的
平
等
弁
済
を
本
質
と
す
る
破
産
手
続
内
の
否
認
で
あ
る
か
ら
、
単
に
共

同
債
務
者
間
の
平
等
弁
済
を
破
壊
す
る
に
す
ぎ
な
い
、
一
部
債
権
者
に
対
す
る

担
保
の
供
与
・
弁
済
そ
の
他
の
既
存
債
務
の
消
滅
に
関
す
る
行
為
ー
偏
頗
行

為
ー
も
破
産
債
権
者
を
害
す
る
も
の
と
し
て
本
号
に
よ
り
否
認
し
う
る
。
こ

れ
に
反
し
て
第
二
号
乃
至
四
号
は
、
い
わ
ゆ
る
危
機
否
認
に
関
し
、
も
つ
ば

ら
、
そ
の
対
象
は
担
保
供
与
・
債
務
消
滅
等
共
同
債
権
者
間
の
平
等
弁
済
を
害

す
る
行
為
…
偏
頗
行
為
i
に
限
る
．
危
機
否
認
は
破
産
宣
告
に
近
接
せ
る

財
産
状
態
の
極
め
て
悪
化
せ
る
時
期
に
な
さ
れ
る
か
ら
、
破
産
者
の
詐
害
意
思

の
存
在
を
推
定
す
べ
き
理
由
が
十
二
分
に
存
し
、
従
つ
て
破
産
者
の
詐
害
意
思

を
問
題
と
す
る
こ
と
な
く
、
直
ち
に
こ
れ
を
否
認
し
う
る
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
．
詐
害
意
思
あ
る
弁
済
が
た
ま
た
ま
支
払
停
止
後
に
な
さ
れ
た
場
合
危
機
否

八
○

（
六
〇
六
）

認
と
故
意
否
認
の
い
ず
れ
に
よ
つ
て
も
こ
れ
を
排
除
し
う
る
、
と
。

　
こ
れ
に
反
し
て
最
近
で
は
、
否
定
説
が
殆
ん
ど
通
説
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
（
欄
灘
誰
纏
雛
細
麓
謁
評
謙
霜
隔
歎
護
諦
簾
翻
鰯
写
護
鋳

則
肝
下
坤
軸
蝦
纏
撒
賄
醸
酷
払
擁
講
騨
砒
僚
貧
駈
伍
山
ハ
）
。
即
ち
こ
の
見
解
は
以
下
の
ご
と
く

説
く
．
破
産
法
七
二
条
二
号
乃
至
四
号
の
弁
済
否
認
の
規
定
は
、
平
常
時
に
お

け
る
各
債
権
者
の
当
然
の
弁
済
受
領
の
権
能
と
破
産
に
際
し
て
の
債
権
者
相
互

間
の
公
平
と
の
限
界
を
、
破
産
債
権
者
へ
の
公
平
な
配
当
と
い
う
目
的
か
ら
、

劃
す
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
同
条
一
号
の
故
意
否
認
は
、
破
産
債
権
者
全
体

の
為
の
責
任
財
産
の
保
全
増
殖
を
目
的
と
し
、
民
法
四
二
四
条
の
詐
害
行
為
の

取
消
権
と
同
様
に
、
既
存
の
債
権
者
相
互
の
関
係
で
は
な
く
、
新
な
る
原
因
に

基
く
債
務
者
の
財
産
減
少
行
為
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
弁
済
否
認

は
一
定
の
限
度
で
本
来
な
ら
ば
当
然
の
権
利
で
あ
る
、
既
存
債
務
の
消
滅
に
関

す
る
行
為
を
特
に
否
認
し
う
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
同
じ

く
「
破
産
債
権
者
ヲ
害
ス
ル
」
と
い
つ
て
も
、
第
一
号
と
第
二
号
乃
至
第
四
号

と
で
は
全
く
其
の
観
念
を
異
に
す
る
の
で
、
前
者
が
一
般
的
な
詐
害
行
為
の
否

認
で
後
者
が
特
別
の
場
合
に
其
の
要
件
を
軽
減
し
た
特
別
規
定
で
は
な
く
、
却

つ
て
弁
済
其
他
債
務
の
消
滅
に
関
す
る
行
為
の
否
認
は
第
二
号
以
下
に
よ
つ
て

の
み
始
め
て
可
能
で
あ
り
之
に
対
し
て
は
全
然
第
一
号
に
依
る
否
認
の
余
地
は

な
い
、
と
。

　
第
一
説
に
よ
れ
ば
危
機
以
前
の
本
旨
弁
済
に
つ
い
て
も
、
破
産
者
・
受
益
者

に
詐
害
意
思
の
存
す
る
限
り
故
意
否
認
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
第
二

説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
点
消
極
的
に
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
．
以
下
い
ず
れ
の
見

解
が
正
当
で
あ
る
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
．



　
二
、
危
機
以
前
の
債
務
の
本
旨
弁
済
が
故
意
否
認
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
す

る
見
解
は
以
下
の
理
由
を
主
張
す
る
。

　
ω
　
破
産
法
七
二
条
一
号
は
民
法
四
二
四
条
と
同
様
の
要
件
の
も
と
に
破
産

債
権
者
全
体
の
利
益
の
た
め
責
任
財
産
を
減
少
さ
せ
る
行
為
の
否
認
を
規
定
す

る
の
に
反
し
、
二
号
乃
至
四
号
の
危
機
否
認
は
破
産
債
権
者
相
互
間
の
公
平
・

平
等
な
配
当
の
確
保
の
た
め
の
否
認
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
危
機
前
の
債
務
の

本
旨
弁
済
は
破
産
者
の
総
財
産
額
に
増
減
を
来
さ
な
い
か
ら
、
第
一
号
の
否
認

は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
理
由
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
の
主
張
の
前
提
に
は
、
破
産
法
七
二
条
一
号
と
二
乃
至
四
号
の
機
能
・
対

象
に
差
異
が
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
存
す
る
。
か
か
る
見
解
の
根
拠
と
し
て
以

下
の
も
の
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
Q
り
仮
り
に
判
例
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
一
号

の
否
認
と
二
号
乃
至
四
号
の
否
認
と
が
同
一
性
質
を
有
す
る
行
為
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ば
、
危
機
に
為
さ
れ
た
も
の
は
そ
れ
以
前
に
な
さ
れ
た
も
の
よ
り
、
否

認
の
条
件
を
軽
減
し
、
否
認
を
容
易
な
ら
し
め
る
と
い
う
の
が
条
理
で
あ
る
。

弁
済
そ
の
他
の
偏
頗
行
為
に
つ
き
第
七
二
条
第
一
号
に
依
る
否
認
も
可
能
で
あ

る
と
す
る
と
、
一
号
に
よ
り
偏
頗
行
為
を
否
認
せ
ん
と
す
る
場
合
単
に
破
産
者

の
悪
意
を
証
明
す
れ
ば
足
り
る
の
に
（
匙
はの
姑
躍
租
鞭
嚇
緬
齢
購
魏
噸
棚
踏
歴
頒
繍
囎
闘

駄
）
、
第
二
号
以
下
に
よ
り
否
認
す
る
場
合
は
否
認
さ
る
べ
き
偏
頗
行
為
が
支
払

停
止
又
は
破
産
申
立
後
に
な
さ
れ
た
こ
と
を
立
証
す
る
ほ
か
（
胱
伽
敵
翻
岨
縣
藤
明

眈
瞭
レ
嬢
頒
葡
）
、
受
益
老
の
悪
意
（
騨
二
y
相
手
方
が
破
産
者
の
親
族
で
あ
る
こ

と
（
號
ご
マ
偏
頗
行
為
が
破
産
者
の
義
務
に
属
せ
ず
又
は
其
の
方
法
若
は
時
期

が
破
産
者
の
義
務
に
属
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
（
聯
四
）
を
も
立
証
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
た
め
、
危
機
否
認
は
故
意
否
認
に
比
し
要
件
が
加
重
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

判
　
例
　
研
　
究

は
両
否
認
が
そ
れ
ぞ
れ
機
能
と
対
象
を
異
に
す
る
別
個
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
、
と
（
蔵
躰
備
謁
煎
∀
　
＠
次
に
、
二
号
乃
至
四
号
の
否
認
に
は
破
産

法
八
四
条
が
適
用
さ
れ
、
支
払
停
止
後
偏
頗
行
為
が
な
さ
れ
、
相
手
方
が
こ
の

事
実
を
ー
し
た
が
つ
て
破
産
債
権
者
を
害
す
る
こ
と
を
1
知
つ
て
い
て

も
、
破
産
宣
告
前
に
一
年
以
上
が
経
過
し
て
い
れ
ぽ
、
こ
れ
を
支
払
停
止
を
理

由
に
否
認
し
え
な
く
な
る
．
こ
れ
に
反
し
て
、
七
二
条
一
号
の
否
認
は
破
産
法

八
五
号
の
適
用
を
う
け
、
一
号
に
よ
り
偏
頗
行
為
の
否
認
も
可
能
で
あ
る
と
す

る
な
ら
ぽ
、
行
為
の
時
か
ら
二
〇
年
破
産
宣
告
の
日
か
ら
二
年
を
経
過
し
な
い

限
り
、
十
数
年
以
前
に
な
さ
れ
た
も
の
も
否
認
し
う
る
こ
と
に
な
る
。
同
｝
の

偏
頗
行
為
が
一
号
、
二
乃
至
四
号
の
い
ず
れ
に
よ
り
否
認
さ
れ
る
か
に
よ
り
取

扱
を
異
に
す
る
に
は
、
充
分
な
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
見
当

ら
な
い
、
と
（
鹸
鵠
捺
籏
群
縮
轄
こ
の
繹
護
⑩
協
鵬
畠
篤
離
謡
曜

雄
紛
駐
醸
服
糎
畑
赫
∀
の
こ
の
ほ
か
沿
革
的
理
由
が
あ
る
（
鹸
勘
群
蜘
炊
飽
馳
政
釦
顯
木
）
。

　
ω
　
次
に
危
機
以
前
の
本
旨
弁
済
を
一
号
に
よ
り
否
認
し
う
る
こ
と
に
な
る

と
、
平
常
時
に
お
け
る
平
等
弁
済
を
強
制
す
る
結
果
に
な
る
が
、
こ
れ
は
、
債

務
者
が
破
産
し
な
い
限
り
債
権
者
に
存
す
る
任
意
の
弁
済
受
領
権
を
侵
害
す
る

こ
走
な
る
（
欝
劃
誰
牒
幡
舗
齢
蓼
翻
諜
蓄
和
∀

　
㈹
　
最
後
に
、
債
務
の
本
旨
弁
済
に
故
意
否
認
が
認
め
ら
れ
る
と
、
既
述
の

ご
と
く
、
債
権
者
が
当
然
の
権
利
行
使
と
し
て
う
け
た
弁
済
が
、
極
端
な
場
合

二
〇
年
間
も
否
認
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
（
磁
知
）
、
こ
れ
は
、
債

権
者
間
の
公
平
を
あ
ま
り
に
も
重
視
し
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
り
権
利
行
使
の
結
果

を
不
当
に
不
安
定
な
ら
し
め
る
こ
と
に
な
る
（
榊
蘭
舶
調
拝
荘
預
翼
板
）
。

　
三
、
現
在
債
務
の
本
旨
弁
済
は
破
産
者
の
総
財
産
額
に
増
減
を
生
じ
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
　
（
六
〇
七
）



　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

ら
加
害
行
為
に
な
ら
な
い
、
し
た
が
つ
て
総
債
権
者
の
た
め
破
産
者
の
総
財
産

の
確
保
を
目
的
と
す
る
第
一
号
は
こ
の
場
合
適
用
さ
れ
な
い
、
と
す
る
見
解

は
、
第
一
号
が
民
法
四
二
四
条
と
全
く
同
一
の
目
的
と
機
能
を
も
つ
と
す
る
見

解
を
前
提
と
す
る
．
こ
の
前
提
そ
の
も
の
は
間
題
で
あ
る
．
も
ち
ろ
ん
こ
の
前

提
は
原
則
論
と
し
て
は
正
当
で
あ
ろ
う
．
し
か
し
、
債
務
者
が
支
払
停
止
以

前
・
破
産
申
立
以
前
に
他
の
債
権
者
へ
の
平
等
弁
済
を
害
す
る
意
思
で
特
定
の

債
権
者
に
偏
頗
行
為
を
な
す
例
が
非
常
に
多
い
こ
と
よ
り
考
え
る
と
、
例
外
的

に
か
か
る
行
為
の
否
認
を
認
め
る
こ
と
は
理
由
が
あ
る
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
支
払
停
止
以
前
・
破
産
申
立
以
前
の
本
旨
弁
済
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を

広
く
一
般
に
否
認
し
う
る
と
し
た
の
で
は
平
常
時
に
お
け
る
平
等
弁
済
を
強
制

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
既
に
支
払
を
停
止
す
べ
き
状
態
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
平
等
弁
済
を
避
け
る
た
め
特
定
債
務
者
に
対
し
て
な
さ
れ
る
本
旨
弁
済
は
、

危
機
時
期
に
お
け
る
本
旨
弁
済
に
準
じ
る
も
の
で
、
特
に
平
等
弁
済
を
避
け
る

と
い
う
意
思
が
認
め
ら
れ
る
以
上
一
号
に
よ
る
否
認
の
対
象
た
り
う
る
と
解
す

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
．
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
準
危
機
状
態
に
お
け
る
本
旨

弁
済
の
否
認
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
平
時
一
般
に
お
け
る
平
等
弁
済

を
強
制
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
で
ω
の
批
判
は
あ
た
ら
な
い
。

　
前
記
㈹
の
批
判
も
亦
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
蓋
し
、
危
機

否
認
の
場
合
も
本
旨
弁
済
は
破
産
手
続
の
終
了
せ
ざ
る
限
り
、
二
〇
年
間
は
否

認
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
し
、
準
支
払
停
止
状
態
に
お
い
て
な
さ
れ
た
本
旨
弁

済
の
否
認
が
問
題
で
あ
る
か
ら
、
破
産
法
八
五
条
に
準
じ
て
、
破
産
宣
告
よ
り

一
年
以
前
に
な
さ
れ
た
も
の
は
否
認
の
対
象
た
り
え
ず
と
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
　
　
　
（
六
〇
八
）

　
か
く
て
、
支
払
停
止
と
同
視
す
べ
き
状
態
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
現
実
の

支
払
停
止
乃
至
破
産
申
立
以
前
に
な
さ
れ
た
偏
頗
行
為
は
悪
意
を
要
件
と
し
て

一
号
の
故
意
否
認
の
対
象
た
り
う
る
と
解
す
る
．

　
四
、
本
件
に
つ
い
て
み
よ
う
。
Y
は
A
に
対
し
昭
和
三
一
年
八
月
二
八
日
よ

り
三
二
年
一
〇
月
ま
で
の
間
に
五
回
に
わ
た
り
執
行
に
よ
る
弁
済
を
う
け
た
。

支
払
停
止
は
昭
和
二
九
年
末
、
破
産
申
立
は
昭
和
三
三
年
三
月
、
破
産
宣
告
は

昭
和
三
三
年
九
月
一
〇
日
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
本
件
弁
済
は
支
払
停
止
後
の

も
の
で
あ
る
か
ら
、
も
つ
ば
ら
破
産
法
七
二
条
二
号
に
よ
る
べ
き
で
、
一
号
に

よ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
し
か
し
、
八
四
条
で
七
二
条
二

号
に
よ
り
支
払
停
止
を
理
由
に
こ
れ
が
否
認
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
破
産
申
立

は
弁
済
後
で
あ
る
か
ら
こ
の
点
で
も
七
二
条
二
号
に
よ
る
否
認
は
で
き
な
い
と

い
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
件
の
場
合
破
産
者
が
本
件
強
制
執
行
を
う
け

る
ま
で
の
間
そ
の
害
意
あ
る
加
功
の
事
実
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
裁
判
所
の
事

実
認
定
を
前
提
と
す
れ
ば
、
準
危
機
弁
済
と
し
て
七
二
条
一
号
に
よ
る
否
認
を

認
め
て
し
か
る
べ
き
ケ
ー
ス
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
で
判
旨
に
賛
成
す
る
次
第

で
あ
る
。

　
従
来
判
例
は
、
破
産
法
七
五
条
に
よ
り
執
行
に
基
づ
き
同
法
七
二
条
一
号
に

あ
た
る
弁
済
を
し
た
も
の
と
し
て
否
認
す
る
場
合
を
二
つ
に
わ
け
、
破
産
者
が

一
号
の
悪
意
を
も
つ
て
故
意
に
執
行
を
招
来
し
た
場
合
と
、
も
し
破
産
者
が
自

ら
そ
の
弁
済
を
な
し
た
も
の
と
す
れ
ば
一
号
に
い
わ
ゆ
る
悪
意
を
も
つ
て
な
し

た
も
の
と
認
め
ら
る
べ
ぎ
状
況
の
も
と
で
な
さ
れ
た
場
合
と
を
挙
げ
て
い
る
。

大
審
昭
和
一
四
年
六
月
三
日
判
決
民
集
一
八
巻
九
号
六
〇
六
頁
は
、
「
破
産
法

第
七
十
五
条
二
所
謂
強
制
執
行
二
基
キ
同
法
第
七
十
二
条
第
一
号
二
当
ル
弁
済



ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
テ
之
ヲ
否
認
ス
ル
ニ
ハ
、
（
一
）
破
産
者
力
第
七
十

二
条
第
一
号
所
定
ノ
悪
意
ヲ
以
テ
故
意
二
第
七
十
五
条
ノ
強
制
執
行
ヲ
招
致
シ

タ
ル
場
合
ノ
、
ミ
ナ
ラ
ズ
、
（
二
）
若
シ
破
産
者
力
自
ラ
其
ノ
弁
済
ヲ
為
シ
タ
ル

モ
ノ
ト
仮
定
ス
レ
ハ
前
記
ノ
如
キ
悪
意
ヲ
以
テ
之
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ラ

ル
ヘ
キ
状
況
二
在
ル
場
合
ニ
モ
均
シ
ク
否
認
権
ヲ
行
使
シ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ト
解
ス

ル
ヲ
相
当
ナ
リ
ト
ス
」
と
し
て
い
る
（
肌
コ
揃
暉
髄
蝕
財
鮒
例
訟
ぎ
猷
儲
珊
遡
飢
碑
劾
に
）
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
学
説
は
対
立
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
反
対
説
を
と
る
板
木

氏
は
、
「
若
し
破
産
者
が
自
ら
其
の
弁
済
を
為
し
た
も
の
と
仮
定
す
れ
ば
執
行

当
時
に
お
け
る
状
況
よ
り
判
断
し
て
悪
意
を
以
て
な
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る

場
合
に
故
意
否
認
が
で
き
る
と
す
る
理
論
に
よ
れ
ば
、
「
例
へ
ば
現
に
数
人
の

債
権
者
か
ら
督
促
を
受
け
つ
つ
あ
る
財
政
状
態
不
良
な
債
務
者
が
突
如
と
し
て

他
の
債
権
者
か
ら
強
制
執
行
を
受
け
た
よ
う
な
場
合
に
も
、
恐
ら
く
故
意
否
認

を
認
む
る
こ
と
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
、
行
為
の
無
い
と
こ
ろ
に
行
為

を
擬
制
し
、
殊
に
財
政
逼
迫
そ
の
他
の
客
観
的
事
情
に
基
い
て
故
意
否
認
の
決

定
的
要
件
た
る
詐
害
意
思
そ
の
も
の
さ
へ
も
擬
制
す
る
も
の
で
あ
つ
て
．
主
観

主
義
の
理
論
を
無
視
す
る
こ
と
甚
し
い
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
故
意
否
認

に
お
い
て
要
求
せ
ら
る
る
も
の
は
債
務
者
の
具
体
的
、
現
実
的
詐
害
意
思
で
あ

つ
て
、
け
つ
し
て
仮
定
に
基
く
擬
制
的
意
思
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ

る
．
本
判
決
の
判
示
⇔
の
理
論
i
前
記
理
論
（
筆
者
註
）
ー
を
承
認
す
る
こ

と
は
、
そ
の
結
果
に
お
い
て
、
客
観
主
義
の
否
認
に
課
せ
ら
れ
た
厳
重
な
諸
制

約
（
礎
厩
響
驚
燦
綴
報
雑
錺
雛
麟
議
麟
鞍
蜂
翻
競
醸
鰭
越
を

免
が
れ
つ
つ
ー
こ
れ
ら
諸
制
約
は
客
観
主
義
の
否
認
が
破
産
者
の
具
体
的
詐

害
意
思
を
不
要
と
し
た
こ
と
に
代
は
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
謂
は
ば
客
観
主
義

　
　
　
判
　
例
　
研
　
究

の
否
認
に
本
質
的
な
制
約
で
あ
る
1
客
観
主
義
の
否
認
を
認
む
る
も
の
に
ほ

か
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
、
破
産
法
が
主
観
主
義
の
否
認
と
客
観
主
義
の
否
認

と
を
峻
別
併
存
し
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
要
件
に
服
せ
し
め
て
ゐ
る
事
実
を
．
看

過
せ
る
か
、
或
は
無
視
せ
る
極
め
て
不
当
な
解
釈
て
あ
る
」
と
し
て
い
る
（
懸
淋

祐
詫
一
一
マ

　
他
方
「
若
シ
破
産
者
力
自
ラ
其
ノ
弁
済
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
仮
定
ス
レ
ハ
前

記
ノ
如
キ
悪
意
ヲ
以
テ
之
ヲ
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
ル
ヘ
キ
状
況
一
｝
在
リ
タ

ル
場
合
」
も
な
さ
れ
た
執
行
に
よ
る
弁
済
は
第
一
号
の
否
認
の
対
象
と
な
る
と

す
る
判
例
の
見
解
に
賛
成
す
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
前
野
氏
は
、
以
下
の

如
く
主
張
す
る
（
謄
嘩
覇
嫌
囚
就
騰
駈
）
。
「
或
る
学
老
は
現
に
破
産
者
が
加
担
し
た

場
合
で
な
け
れ
ぽ
第
七
二
条
第
一
号
の
破
産
者
の
悪
意
の
行
為
な
る
も
の
が
存

し
な
い
か
ら
其
の
適
用
の
余
地
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
若
私
の
や
う
に
広
く
解

す
る
と
き
は
債
務
者
が
多
数
の
債
権
者
か
ら
支
払
の
督
促
を
受
け
て
居
た
と
き

に
其
の
一
人
か
ら
差
押
を
受
け
た
な
ら
ば
本
条
を
適
用
す
る
こ
と
に
も
な
る
の

で
は
な
い
か
と
論
ず
る
（
腋
琳
騙
螂
眠
摘
歌
醗
騰
礎
￥
然
れ
ど
も
其
の
掲
ぐ
る
と

こ
ろ
の
設
例
は
以
て
必
ず
し
も
本
判
決
が
い
ふ
『
悪
意
ヲ
以
テ
為
シ
タ
ル
モ
ノ

ト
認
メ
ラ
ル
ヘ
キ
状
況
』
に
当
る
も
の
と
は
い
へ
な
い
。
　
－
・
－
一
派
の
学
者
は

第
一
号
は
主
観
主
義
に
基
き
、
第
二
号
以
下
は
客
観
主
義
に
従
ふ
も
の
と
し
、

本
問
に
於
て
主
観
主
義
を
強
調
す
る
結
果
と
し
て
本
判
決
に
反
対
す
る
も
の
の

様
で
あ
る
（
鋤
嗣
∀
然
れ
ど
も
升
は
第
七
二
号
各
号
を
形
式
的
に
観
察
し
た
議

論
で
あ
つ
て
未
だ
法
の
理
念
に
徹
底
せ
る
も
の
と
謂
ひ
得
な
い
と
思
ふ
。
第
七

二
条
は
衡
平
の
原
則
を
基
調
と
す
る
も
の
で
あ
つ
て
各
債
権
者
の
権
利
の
法
律

的
、
客
観
的
平
等
な
る
満
足
を
要
求
す
る
を
第
一
義
と
し
、
破
産
者
が
悪
意
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
　
　
（
六
〇
九
）



判
　
例
　
研
　
究

あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
第
二
義
的
の
意
義
を
有
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
今
第

七
二
条
第
一
号
が
債
務
者
の
悪
意
を
前
提
と
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
付
考
ふ
る
に

第
二
号
以
下
の
規
定
に
之
を
鑑
み
れ
ば
支
払
停
止
又
は
破
産
申
立
と
い
つ
た
様

な
客
観
的
事
実
が
な
く
て
も
破
産
者
が
破
産
債
権
を
害
す
る
と
い
ふ
こ
と
を
知

つ
て
ゐ
る
事
実
と
、
其
の
後
既
に
破
産
宣
告
が
あ
つ
た
と
い
ふ
こ
と
か
ら
仮
令

か
か
る
客
観
的
事
実
が
起
ら
な
く
て
も
其
の
財
産
状
況
は
不
良
で
あ
る
、
或
は

そ
の
当
時
支
払
停
止
の
状
況
で
は
な
い
と
し
て
も
、
よ
り
不
良
の
場
合
も
あ
り

得
る
．
謂
は
ば
破
産
者
の
悪
意
と
、
破
産
宣
告
と
か
ら
当
時
の
破
産
者
の
財
産

状
況
よ
り
し
て
そ
の
法
律
行
為
を
否
認
し
得
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
衡
平
に
合

す
る
と
い
う
こ
と
に
重
点
が
あ
り
、
又
法
律
行
為
の
否
認
か
ら
受
く
る
不
利
益

は
破
産
者
側
よ
り
も
受
益
者
側
に
大
な
る
も
の
で
あ
る
が
故
に
法
律
行
為
の
否

認
か
ら
起
る
当
事
老
の
公
平
な
る
保
護
は
破
産
者
に
悪
意
と
い
ふ
条
件
の
存
す

る
こ
と
を
必
要
と
す
る
こ
と
極
め
て
軽
き
も
の
あ
り
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯

様
に
考
へ
れ
ば
破
産
者
が
第
七
五
条
の
執
行
行
為
に
通
謀
加
功
し
た
と
い
ふ
こ

と
を
要
す
る
も
の
と
し
而
も
亦
破
産
者
の
主
観
的
状
況
に
重
き
を
お
き
狭
く
解

す
る
の
要
な
く
衡
平
の
見
地
か
ら
之
を
広
く
解
し
て
よ
い
」
と
し
て
、
判
例
に

賛
成
す
る
見
解
も
あ
る
（
碓
卿
噸
肋
翻
譲
訟
薙
法
）
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
主
観
主
義
を
と
る
第
一
号
の
場
合
に
判
例
の
立
場
に
賛
成

す
る
こ
と
は
、
立
法
論
は
と
も
か
く
と
し
て
、
解
釈
論
と
し
て
は
行
き
過
ぎ
の

観
が
強
い
。
危
機
否
認
が
主
観
主
義
か
ら
客
観
主
義
へ
の
発
展
の
結
果
で
あ
る

の
に
反
し
、
一
号
が
依
然
と
し
て
否
認
の
要
件
と
し
て
悪
意
を
必
要
と
す
る
主

観
主
義
の
立
場
に
と
ど
ま
る
の
は
、
賃
務
者
の
悪
意
と
い
う
点
に
、
債
務
者
の

処
分
自
由
と
詐
害
行
為
の
否
認
に
よ
る
債
権
者
の
利
益
保
護
と
の
調
和
点
を
見

八
四

へ
六
↓
0
）

出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
．
準
危
機
時
期
に
お
け
る
本
旨
弁
済
に
つ
い
て
故
意

否
認
を
認
め
る
の
は
、
支
払
停
止
・
破
産
申
立
前
に
あ
つ
て
本
旨
弁
済
は
本
来

自
由
で
あ
る
た
め
、
詐
害
意
思
と
い
う
主
観
的
要
件
の
存
在
を
要
求
す
る
こ
と

に
よ
つ
て
．
不
当
に
こ
れ
を
制
限
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
従
来
の

判
例
の
よ
う
に
「
悪
意
を
も
つ
て
な
し
た
と
認
め
ら
る
べ
き
状
況
」
か
ら
悪
意

を
擬
制
し
て
し
ま
う
の
は
、
実
は
客
観
主
義
へ
の
転
化
で
あ
つ
て
、
決
し
て
正

し
い
態
度
と
は
い
え
な
い
（
繭
餅
肺
胴
摘
輔
野
鰍
墜
翻
謁
億
財
）
。
本
判
決
が
原
審
の
こ

の
不
当
な
態
度
を
否
定
し
て
、
結
局
執
行
の
招
来
に
破
産
者
の
害
意
あ
る
加
功

の
事
実
を
認
定
し
た
う
え
で
、
七
二
条
一
号
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
り
原
判
決

を
維
持
し
た
の
は
、
正
当
と
い
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
五
、
受
益
者
の
悪
意
の
挙
証
責
任
を
原
告
が
負
わ
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
規

定
の
形
式
（
聾
鵬
勲
鰍
凌
磁
猪
動
鰭
臆
赫
硲
喘
駒
消
）
か
ら
み
て
通
説
判
例
に
な
ら
つ
た

（
敵
鰍
聖
り
蜘
煎
桝
贈
野
）
本
判
決
の
立
場
は
正
当
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
川
　
明
）

昭
三
七
2
8
（
識
驕
訳
墜
一
ゑ
賭
一
）

　
民
法
上
の
組
合
の
訴
訟
当
事
者
能
力

　
　
売
掛
代
金
等
請
求
事
件
（
昭
三
七
・
＝
一
・
一
八
第
三
小
法
廷
判
決
）

　
　
原
告
X
（
三
銀
行
団
債
権
管
理
委
員
会
）
は
、
「
訴
外
関
西
燃
料
株
式
会
社
（
Z
）

　
　
に
対
し
て
債
権
を
有
す
る
東
京
銀
行
大
阪
支
店
、
大
和
銀
行
新
町
支
店
及
び
住

　
　
友
（
旧
称
大
阪
）
銀
行
道
頓
堀
支
店
の
三
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有
す
る
右
債
権

　
　
を
出
資
し
同
会
社
の
経
営
を
管
理
し
て
そ
の
営
業
の
再
建
整
備
を
図
る
と
共

　
　
に
、
協
力
し
て
三
者
そ
れ
ぞ
れ
の
有
す
る
右
債
権
を
保
全
回
収
す
る
た
め
、
民



　
　
法
上
の
任
意
組
合
と
し
て
結
成
し
V
を
代
表
者
と
し
た
三
者
の
協
同
組
織
で
あ

　
　
る
」
が
、
Z
の
Y
に
対
す
る
売
掛
代
金
債
権
を
譲
受
け
た
と
称
し
て
、
Y
（
被

　
　
告
）
に
対
し
当
該
売
掛
代
金
の
支
払
を
訴
求
し
た
と
こ
ろ
．
訴
が
不
適
法
と
し

　
　
て
却
下
せ
ら
れ
た
の
で
、
大
阪
高
裁
に
控
訴
。
大
阪
高
裁
は
X
組
合
を
も
つ
て

　
　
「
そ
の
組
成
員
た
る
三
銀
行
個
々
の
本
来
の
目
的
を
超
え
た
客
観
的
目
的
の
た

　
　
め
に
組
織
さ
れ
た
社
団
的
実
体
を
有
す
る
も
の
」
と
解
し
、
こ
れ
に
当
事
者
能

　
　
力
を
認
む
べ
き
も
の
と
認
め
て
、
訴
を
却
下
し
た
第
一
審
判
決
を
取
消
し
、
本

　
　
案
審
理
の
た
め
事
件
を
大
阪
地
裁
に
差
戻
し
た
。
こ
の
差
戻
判
決
に
対
し
Y
側

　
　
か
ら
上
告
、
民
訴
四
六
条
に
よ
つ
て
当
事
者
能
力
が
認
め
ら
れ
る
も
の
は
社
団

　
　
た
る
実
体
を
有
す
る
も
の
に
限
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
こ
ろ
、
X
は
そ
の
構
成
員

　
　
か
ら
独
立
し
た
目
的
や
活
動
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
し
、
そ
の
構
成
員
の
異
動

　
　
と
い
う
こ
と
も
本
来
的
に
予
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
社
団
た
る
実

　
　
体
を
有
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
、
と
主
張
し
た
の
が
本
件
で
あ
る
が
、
最
高

　
　
裁
は
、
い
と
も
簡
単
に
、
こ
の
上
告
を
一
蹴
し
た
。
曰
く
、
原
審
の
認
定
し
た

　
　
よ
う
な
組
合
は
「
民
訴
四
六
条
所
定
の
「
権
利
能
力
な
き
社
団
に
し
て
代
表
者

　
　
の
定
あ
る
も
の
」
と
し
て
訴
訟
上
の
当
事
者
能
力
の
あ
る
こ
と
は
、
累
次
の
大

　
　
審
院
判
例
の
趣
旨
と
す
る
所
で
あ
つ
て
、
現
在
維
持
せ
ら
れ
て
居
る
」
と
。
ー

　
　
1
棄
却
。

　
判
断
の
当
否
は
兎
も
角
と
し
て
、
原
審
・
大
阪
高
裁
が
、
X
粗
合
は
社
団
た

る
実
体
を
有
す
る
も
の
と
認
定
し
、
こ
れ
を
根
拠
と
し
て
X
に
当
事
者
能
力
を

認
む
べ
き
旨
を
判
示
し
た
の
は
、
論
理
の
筋
を
正
し
く
追
つ
た
も
の
で
あ
つ

た
．
か
か
る
原
審
の
認
定
を
前
提
と
し
、
こ
れ
を
受
け
て
、
「
原
審
が
所
論
法

条
の
解
釈
を
誤
つ
た
も
の
と
は
な
し
得
な
い
」
と
い
う
本
件
最
高
裁
判
決
の
趣

旨
も
、
従
つ
て
、
見
方
に
よ
つ
て
は
、
「
X
は
社
団
と
認
め
ら
れ
、
社
団
な
る

が
故
に
当
事
者
能
力
あ
り
」
と
い
う
こ
と
を
判
示
し
た
も
の
と
、
受
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
で
は
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
つ
た
と
す
れ
ぽ
、
大
審
院
の
判
例
の

判
　
例
　
研
　
究

態
度
は
本
件
に
よ
つ
て
改
め
ら
れ
、
論
理
は
正
し
い
筋
に
載
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
つ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
事
の
実
際
は
、
そ
う
で
は
な
い
よ
う
に
察
せ
ら
れ

る
。
お
よ
そ
民
訴
四
六
条
の
適
用
基
準
に
関
す
る
従
来
の
判
例
が
、
代
表
者
の

定
が
あ
る
こ
と
の
み
を
基
準
と
す
る
大
審
院
型
と
、
社
団
た
る
実
体
を
問
題
と

す
る
一
群
の
下
級
審
判
例
の
型
と
に
大
別
せ
ら
れ
う
る
こ
と
は
、
嘗
て
上
田
教

授
が
明
か
に
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
つ
た
が
（
肚
梱
難
続
瀬
指
細
胎
せ
話
蹴
恥
執
）
、
本
件

で
、
最
高
裁
は
、
大
審
院
型
に
属
す
る
と
認
め
ら
れ
る
判
決
の
み
を
先
例
と
し

て
引
照
し
つ
つ
、
「
…
…
は
、
累
次
の
大
審
院
判
例
の
趣
旨
と
す
る
所
で
あ
つ

て
、
現
在
維
持
せ
ら
れ
て
居
る
」
と
称
す
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

判
旨
は
、
「
民
法
上
の
組
合
と
い
え
ど
も
筍
く
も
代
表
者
の
定
が
あ
る
以
上
は

訴
訟
上
の
当
事
者
能
力
あ
り
と
解
す
べ
し
」
の
趣
旨
で
あ
つ
て
、
判
旨
に
と
つ

て
X
が
社
団
た
る
実
体
を
具
え
る
か
ど
う
か
は
関
心
の
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
、
本
件
は
．
最
高
裁
が
大
審
院
の
態
度
を
継
承
す
る
こ
と
を
示
し

た
事
例
と
し
て
意
義
を
も
つ
。
と
同
時
に
、
こ
れ
と
は
異
な
る
筋
を
追
う
た
原

審
・
大
阪
高
裁
の
努
力
は
、
「
さ
れ
ば
原
審
は
、
判
例
に
し
た
が
つ
た
判
断
を

示
し
て
居
る
の
で
あ
つ
て
」
と
い
う
思
い
も
よ
ら
ぬ
強
弁
に
よ
つ
て
、
全
く
ネ

グ
レ
ク
ト
さ
れ
て
し
ま
つ
た
こ
と
に
な
る
。

　
寧
ろ
、
大
阪
高
裁
は
、
X
の
社
団
性
を
否
定
す
べ
き
で
あ
つ
た
ろ
う
。
固
よ

り
、
必
要
な
事
実
関
係
が
判
例
集
の
記
載
だ
け
で
は
充
分
に
は
分
か
ら
な
い

が
、
特
段
の
事
情
の
な
い
か
ぎ
り
、
本
件
X
は
三
銀
行
が
相
互
の
連
絡
を
図
る

た
め
に
設
け
た
単
な
る
申
合
せ
の
機
関
に
す
ぎ
ず
、
X
に
よ
る
Z
の
管
理
は

「
巷
間
に
い
わ
ゆ
る
銀
行
管
理
の
一
形
式
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
つ
て
」
、
X
に

そ
の
構
成
員
か
ら
独
立
し
た
そ
れ
自
体
と
し
て
の
目
的
や
活
動
は
認
め
ら
れ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
　
　
（
六
一
一
）
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い
と
す
る
上
告
理
由
が
理
由
あ
る
よ
う
に
察
せ
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と

す
れ
ぽ
、
小
山
教
授
の
本
件
判
批
（
覗
踊
潤
蹴
謄
狂
号
）
が
言
わ
れ
る
よ
5
に
、
本
件

は
、
ま
た
、
社
団
で
な
い
組
合
に
代
表
者
の
定
が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
最

高
裁
が
民
訴
四
六
条
の
適
用
を
認
め
た
先
例
、
と
い
う
意
味
を
も
持
つ
こ
と
に

な
る
。

　
だ
が
、
X
が
社
団
で
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
あ
る
い
は
、
X
が
社
団
で
あ
る
か

否
か
を
間
う
こ
と
な
く
、
こ
れ
に
民
訴
四
六
条
を
適
用
し
、
当
事
者
能
力
を
認

め
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
。
さ
よ
う
な
取
扱
は
、
団
体
お
よ
び
法
人
格
に
関
す

る
実
定
法
理
を
恣
に
撹
乱
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、
組
合
の
構
成
員
の
地
位
に
も

不
当
な
利
害
を
及
ぼ
す
。
詳
細
は
、
こ
の
趣
旨
に
近
い
判
民
昭
和
一
〇
年
七
一

事
件
我
妻
判
批
に
譲
り
、
我
妻
判
批
の
立
場
を
支
持
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
縄

合
が
社
団
の
実
体
を
具
え
る
か
ぎ
り
こ
れ
に
民
訴
四
六
条
を
適
用
し
て
当
事
者

能
力
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
が
（
備
蛾
購
剃
畿
欝
甜
蹴
蹴
圃
硫
鴨
燦
》
「
民
法
上
の
組

合
と
い
え
ど
も
荷
く
も
代
表
者
の
定
が
あ
る
以
上
は
訴
訟
上
の
当
事
者
能
力
あ

り
と
解
す
べ
し
」
と
の
趣
旨
の
本
件
最
高
裁
の
判
旨
に
は
、
反
対
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
東
　
乾
）

昭
三
七
2
9
（
識
鴉
誠
瞭
た
琳
蜷
一
）

　
確
認
の
利
益
を
欠
く
と
い
う
理
由
で
訴
を
却
下
し
た
判
決
は
民
訴
第
三
八
八

　
条
に
い
う
「
訴
ヲ
不
適
法
ト
シ
テ
却
下
シ
タ
ル
」
判
決
に
あ
た
る
か

　
　
農
地
強
制
譲
渡
無
効
確
認
等
請
求
事
件
（
昭
三
七
・
一
二
・
二
五
第
三
小
法
廷

　
　
判
決
）

八
六

（
六
一
二
）

「
自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
及
び
農
地
調
整
法
の
適
用
を
受
け
る
べ
ぎ
土
地
の

譲
渡
に
関
す
る
政
令
」
に
よ
り
、
第
一
審
判
決
添
付
第
一
な
い
し
第
三
目
録
記

載
合
計
七
筆
農
地
の
所
有
者
A
の
強
制
譲
渡
計
画
作
成
申
請
に
基
づ
ぎ
、
県
知

事
Y
が
な
し
た
譲
渡
命
令
の
無
効
を
主
張
し
、
A
の
長
男
原
告
X
（
控
訴
人
・

上
告
人
）
が
被
告
知
事
Y
（
被
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
に
対
し
右
命
令
の
無
効

確
認
を
、
右
命
令
に
よ
り
農
地
の
所
有
権
を
取
得
し
た
被
告
L
（
被
控
訴
人
・

被
上
告
人
）
・
L
（
被
控
訴
人
）
及
び
現
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
所
有
権
移
転
登
記

の
抹
消
を
求
め
た
の
が
、
本
件
訴
で
あ
る
．
第
一
審
で
は
訴
却
下
．
理
由
は
、

原
告
X
が
A
の
推
定
相
続
人
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
本
訴
請
求
の
当
事
者
適

格
が
な
く
、
仮
り
に
第
一
目
録
記
載
e
お
よ
び
⇔
の
土
地
に
つ
ぎ
、
「
X
が
真

実
使
用
貸
借
に
よ
る
権
利
を
有
し
、
こ
れ
に
基
ぎ
自
ら
耕
作
に
従
事
し
て
い
る

と
し
て
も
、
被
告
知
事
の
前
記
各
処
分
が
無
効
と
さ
れ
る
結
果
は
、
単
に
、
右

e
、
⇔
の
農
地
の
所
有
権
が
A
に
復
帰
す
る
ま
で
の
こ
と
で
あ
つ
て
、
原
告
の

耕
作
者
と
し
て
の
地
位
に
は
全
く
影
響
な
く
、
法
律
上
何
等
そ
れ
以
上
の
利
益

を
有
し
な
い
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
．
こ
れ
に
対
し
原
審

は
、
第
一
目
録
記
載
e
の
農
地
以
外
の
土
地
に
つ
い
て
は
一
審
と
同
じ
判
断
を

し
た
が
、
第
一
目
録
記
載
e
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
X
が
A
か
ら
無
償
で
借
り

受
け
て
耕
作
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
「
使
用
貸
借
の
貸
主
が
何
人
で
あ

る
か
と
い
う
こ
と
は
、
使
用
貸
借
が
貸
主
と
借
主
と
の
信
頼
関
係
を
基
礎
と
す

る
も
の
で
あ
る
以
上
、
借
主
に
と
つ
て
重
要
な
事
柄
で
あ
る
し
、
本
件
の
場
合

X
は
A
に
対
し
て
は
耕
作
権
を
以
て
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
A

か
ら
土
地
を
譲
受
け
た
者
に
対
し
て
は
耕
作
権
を
以
て
対
抗
で
き
な
い
関
係

上
、
土
地
所
有
者
が
A
で
あ
る
か
昭
で
あ
る
か
は
重
要
な
事
柄
で
あ
る
と
い
わ

ね
ば
な
ら
ぬ
．
従
つ
て
、
右
e
の
土
地
に
関
す
る
限
り
、
控
訴
人
X
は
本
件
譲

渡
命
令
の
無
効
確
認
を
求
め
る
利
益
が
あ
る
」
と
し
て
、
X
の
原
告
適
格
を
認

め
、
本
案
に
つ
き
証
拠
調
を
な
し
、
右
譲
渡
命
令
を
無
効
な
ら
し
め
る
瑠
疵
は

存
し
な
い
か
ら
、
右
e
の
土
地
に
関
す
る
本
訴
請
求
は
棄
却
さ
れ
る
と
し
た
の

ち
に
、
第
一
審
判
決
は
「
そ
の
主
文
に
お
い
て
X
の
訴
を
却
下
す
る
と
い
い
、



そ
の
理
由
に
お
い
て
訴
は
不
適
法
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
そ
の
判

決
理
由
に
つ
い
て
審
査
す
る
と
、
そ
れ
は
控
訴
人
X
の
本
訴
請
求
は
権
利
保
護

の
要
件
を
欠
く
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
結
局
本
案
に
つ
い
て
判
示
し
た
も
の
と

認
め
る
の
が
正
当
で
あ
る
」
と
し
て
、
一
審
判
決
を
維
持
し
、
必
要
的
差
戻
の

規
定
で
あ
る
民
訴
法
三
三
八
条
の
適
用
な
し
と
し
、
控
訴
棄
却
の
判
決
を
な
し

た
．
本
判
旨
に
対
応
す
る
上
告
人
の
上
告
理
由
は
、
原
判
決
の
右
の
措
置
は
民

訴
法
三
八
八
条
に
違
反
す
る
、
と
い
う
点
に
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
本
件
判
決
は
、
「
原
判
決
の
ご
と
く
、
訴
の
利
益
な
し
と
す
る
判

断
を
本
案
判
断
の
一
種
で
あ
る
と
解
す
る
に
し
て
も
、
訴
の
利
益
が
な
い
こ
と

を
理
由
と
す
る
第
一
審
判
決
が
本
案
そ
の
も
の
の
当
否
に
つ
い
て
何
等
の
審
理

判
断
を
も
加
わ
え
て
い
な
い
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
れ

ば
、
原
判
決
は
、
右
の
点
に
お
い
て
民
訴
三
八
八
条
に
違
反
す
る
も
の
と
い
う

の
ほ
か
な
く
、
論
旨
は
理
由
が
あ
り
、
原
判
決
中
別
紙
第
一
目
録
記
載
e
の
土

地
に
関
す
る
控
訴
を
棄
却
し
た
部
分
を
破
棄
し
、
且
つ
、
第
一
審
判
決
中
同
土

地
に
関
す
る
訴
を
却
下
し
た
部
分
を
取
り
消
す
べ
き
も
の
と
す
る
」
と
判
示

し
、
右
部
分
を
第
一
審
裁
判
所
に
差
し
戻
し
た
．

　
一
、
本
件
控
訴
審
判
決
は
多
く
の
問
題
点
を
含
む
。
第
一
に
、
当
事
者
適
格

の
欠
歓
の
場
合
請
求
を
棄
却
す
べ
き
か
訴
を
却
下
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
が

あ
る
．
第
二
に
、
X
は
当
事
者
適
格
を
欠
く
か
否
か
と
い
う
間
題
が
あ
る
。
第

三
に
、
訴
訟
要
件
に
関
す
る
第
一
審
判
決
の
判
断
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
認
め

な
が
ら
、
実
体
法
上
の
理
由
で
第
一
審
判
決
を
維
持
し
控
訴
棄
却
の
判
決
を
す

る
と
い
5
、
実
務
上
広
く
な
さ
れ
て
い
る
便
宜
的
取
扱
は
妥
当
か
否
か
と
い
う

問
題
が
あ
る
（
臓
部
b
曄
贈
講
欄
貯
無
港
陀
鶴
塾
一
可
葺
頭
則
壁
残
諮
鉄
俸
輔
姉
『
胸
欝
卜
諏

外
A
に
対
す
る
分
配
金
請
求
権
の
帰
属
を
争
う
被
告
に
対
し
石
権
利
の
積
極
的
確
認
の
訴
を
提
起
し
て
第

一
審
で
勝
訴
し
た
。
被
告
控
訴
。
そ
の
問
A
は
原
告
に
債
務
を
履
行
し
た
た
め
、
控
訴
裁
判
所
は
原
告
に

本
訴
を
維
持
す
る
利
益
な
し
と
し
て
、
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
た
の
で
、
原
告
が
上
告
し
た
事
件
に
つ
き
、

上
告
裁
判
所
は
、
「
原
審
ノ
認
定
二
依
レ
パ
訴
訟
物
タ
ル
債
権
ハ
已
二
消
滅
セ
ル
ヲ
以
テ
、
本
件
ハ
須
ク
原

判
　
例
　
研
　
究

告
タ
ル
上
告
人
本
案
敗
訴
ノ
判
決
ヲ
為
サ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
原
判
決
主
文
ハ
恰
モ
之
二
合
ヘ
リ
。
其
ノ
理

由
中
本
訴
ハ
『
権
利
保
護
ノ
利
益
ヲ
有
セ
ザ
ル
ニ
至
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ベ
ク
』
ト
ア
ル
誤
レ
ル
判
示
ハ

結
局
二
於
テ
原
判
決
ヲ
累
ハ
ス
ニ
足
ラ
ス
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
大
審
昭
和
［
五
年
八
月
三
日
民
四
判
民

集
』
九
巻
『
六
号
二
天
頁
は
、
訴
訟
要
件
に
関
す
る
原
審
判
決
の
判
断
は
さ
て
お
い
て
、
実
体
法
上
の

理
由
か
ら
一
審
判
決
を
維
持
し
上
訴
棄
却
の
判
決
を
し
た
も
の
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
然
レ
ト
モ
原
判
決

力
不
適
法
ト
シ
テ
訴
ノ
『
部
ヲ
却
下
シ
タ
ル
判
決
二
対
シ
上
訴
ア
リ
テ
、
上
訴
審
二
於
テ
其
ノ
部
分
二
関

ス
ル
請
求
ヲ
理
由
ナ
シ
ト
シ
テ
棄
却
ス
ル
場
合
二
、
訴
却
下
ノ
判
決
ハ
請
求
棄
却
ノ
判
決
二
比
シ
上
訴
シ

タ
ル
敗
訴
ノ
当
事
者
ニ
ト
ワ
利
益
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
上
訴
審
二
於
ケ
ル
不
利
益
変
更
ノ
禁
止
ノ
行
ハ
ル
ル
結

果
、
上
訴
審
二
於
テ
ハ
原
判
決
ヲ
取
消
シ
テ
請
求
棄
却
ノ
判
決
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得
ス
。
単
二
上
告
棄
却
ノ

判
決
ヲ
為
セ
ハ
足
ル
ヲ
以
テ
、
本
件
二
於
テ
モ
、
不
当
利
得
返
還
請
求
二
付
テ
ハ
単
二
上
告
棄
却
ノ
判
決

ヲ
為
セ
ハ
足
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
し
て
い
る
．
ち
な
み
に
こ
の
種
の
便
宜
的
取
扱
と
の
関
連
て
、
訴
訟
要
件

存
否
の
判
断
に
先
ん
じ
て
本
案
に
理
由
な
き
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
右
要
件
に
つ
い
て
の
判
断
を
省
略
し

て
直
ち
に
敗
訴
の
本
案
判
決
を
す
る
と
い
う
便
宜
的
取
扱
い
も
実
務
上
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
て
あ
る
。
た

と
え
ば
前
掲
大
審
院
昭
和
一
〇
年
の
判
決
は
、
「
本
案
ノ
理
由
ノ
ナ
キ
コ
ト
カ
先
ツ
判
明
シ
タ
ル
以
上
、
権

利
保
護
ノ
必
要
ノ
有
無
如
何
二
関
セ
ス
原
告
敗
訴
ノ
本
案
判
決
ヲ
為
ス
ヘ
キ
コ
ト
即
是
ナ
リ
。
蓋
シ
爾
余

ノ
訴
訟
要
件
ハ
、
ソ
レ
ソ
レ
独
自
ノ
理
由
二
基
キ
テ
之
ヲ
要
件
ト
セ
ル
カ
故
二
、
其
ノ
具
備
セ
サ
ル
ニ
拘

ラ
ス
本
案
判
決
ヲ
敢
テ
ス
ル
ハ
違
法
ヲ
免
レ
ス
ト
難
、
独
リ
夫
ノ
権
利
保
護
ノ
必
要
ト
云
フ
｝
訴
訟
要
件

ハ
、
濫
リ
ニ
訴
ヲ
提
起
シ
以
テ
徒
二
被
告
ヲ
煩
ハ
シ
好
ン
テ
事
端
ヲ
繁
ク
ス
ル
コ
ト
ヲ
防
ク
ニ
在
ル
ヲ
以

テ
、
今
若
シ
本
案
ノ
理
由
無
キ
コ
ト
カ
先
ッ
判
明
シ
タ
ル
場
合
二
於
テ
、
直
チ
ニ
其
ノ
旨
ノ
判
決
ヲ
為
ス

ト
キ
ハ
、
這
ハ
却
ッ
テ
再
訴
ノ
門
戸
ヲ
長
ヘ
ニ
杜
絶
ン
、
以
テ
徒
ラ
ニ
被
告
ヲ
煩
ハ
シ
好
ン
テ
事
端
ヲ
繁

蘇
彫
饗
殊
費
廟
㌍
謬
ゼ
撮
牒
導

　
二
、
ω
の
問
題
に
つ
い
て
。
当
事
者
適
格
を
欠
く
場
合
、
他
の
訴
訟
要
件
の

欠
訣
す
る
場
合
と
同
様
訴
が
不
適
法
と
し
て
却
下
せ
ら
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
理

由
な
し
と
し
て
本
案
判
決
が
な
さ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
の
が
ド
イ
ツ
の
最

近
の
通
説
で
あ
り
、
我
国
の
近
時
の
有
力
説
で
あ
る
．
訴
権
要
件
と
し
て
当
事

者
適
格
を
理
解
し
、
訴
権
が
訴
訟
物
で
あ
る
と
み
る
立
場
（
諏
祉
慰
講
鮒
蘇
鞭
）
に
立

て
ば
、
訴
権
要
件
を
欠
け
ば
請
求
棄
却
の
本
案
判
決
が
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
私
権
と
訴
権
を
区
別
す
る
以
上
訴
権
を
訴
訟
物
と
み
る

こ
と
は
で
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
の
立
場
は
妥
当
性
を
欠
く
と
み
る
べ
き
で
近
時
の

有
力
説
が
妥
当
で
あ
る
（
讃
の
の
鮮
蜘
磁
秘
搬
改
鰍
隷
諭
臥
｛
髄
髭
ユ
坦
一
醜
鎌
照
￥
当
事

者
適
格
の
欠
歓
を
理
由
に
訴
を
却
下
し
た
第
一
審
判
決
は
こ
の
意
味
で
正
し

い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
第
一
審
判
決
は
、
X
の
本
訴
請
求
が
権
利
保
護
の
要
件

を
欠
く
が
故
に
不
適
法
却
下
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
結
局
太
案
に
つ
い
て
判
示

八
七

（
山
ハ
一
三
）
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し
た
も
の
と
認
め
る
の
が
正
当
で
あ
る
、
と
解
す
る
原
審
判
決
は
妥
当
で
は
な

い
と
解
す
る
。
第
一
審
判
決
は
本
案
判
決
の
一
種
と
は
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
。　

⑧
に
つ
い
て
。
原
審
判
決
が
第
一
審
判
決
に
な
ら
つ
て
推
定
相
続
人
は
将
来

相
続
が
開
始
し
た
場
合
に
被
相
続
人
の
権
利
義
務
を
包
括
的
に
承
継
す
べ
き
地

位
を
有
す
る
の
み
で
、
現
在
被
相
続
人
の
個
々
の
財
産
に
対
し
具
体
的
権
利
を

有
し
な
い
か
ら
、
当
事
老
適
格
を
欠
く
と
し
た
の
は
正
当
で
あ
る
。
し
か
し
、

貸
主
が
誰
で
あ
る
か
は
使
用
貸
借
が
貸
主
と
借
主
と
の
信
頼
関
係
を
基
礎
と
す

る
以
上
借
主
に
と
り
重
要
で
あ
る
こ
と
、
X
は
A
に
対
し
て
は
耕
作
権
を
対
抗

で
き
る
が
A
よ
り
土
地
を
譲
受
け
た
者
に
対
し
て
は
こ
れ
を
対
抗
で
き
な
い
関

係
上
所
有
権
者
が
A
で
あ
る
か
凪
で
あ
る
か
は
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
X
は

本
件
譲
渡
命
令
の
無
効
確
認
を
求
め
る
利
益
が
あ
る
、
と
し
て
い
る
点
は
問
題

が
あ
る
。
け
だ
し
、
本
件
譲
渡
命
令
の
無
効
が
確
認
さ
れ
て
も
A
の
当
該
土
地

に
対
す
る
所
有
権
が
確
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
し
、
さ
ら
に
は
X
の
耕
作

権
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
．
X
に
は
当
事
者
適
格
が

な
い
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
原
審
は
本
案
審
理
を
な
す
ま
で
も
な
く
、
第
一

審
判
決
を
維
持
し
控
訴
を
棄
却
す
べ
き
で
あ
つ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
原

審
判
決
は
実
体
審
理
を
し
原
告
の
請
求
に
理
由
が
な
い
こ
と
を
認
め
、
さ
ら
に

第
一
審
判
決
が
消
極
的
本
案
判
決
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
う
え
で
、
第
一
審
判

決
を
維
持
し
て
い
る
。

　
⑥
に
つ
い
て
。
問
題
は
さ
ら
に
二
つ
に
わ
か
れ
る
と
思
う
。
そ
の
一
つ
は
、

民
訴
法
第
三
八
八
条
の
例
外
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
他

は
仮
り
に
こ
れ
を
肯
定
す
る
な
ら
ば
本
件
の
如
き
場
合
原
判
決
維
持
と
い
う
形

八
八

（
六
一
四
）

式
の
判
決
で
た
り
る
の
が
、
あ
る
い
は
原
判
決
を
取
消
し
て
自
判
す
べ
き
な
の

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
第
一
点
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
田
中
和
夫
教
授
は
前

掲
昭
和
一
五
年
の
判
決
の
批
評
中
以
下
の
如
く
主
張
さ
れ
る
。
「
第
三
八
八
条

を
設
け
た
理
由
は
、
か
か
る
場
合
に
若
し
控
訴
裁
判
所
が
直
ち
に
実
体
審
理
を

為
せ
ば
、
実
体
審
理
に
つ
い
て
は
第
一
審
を
失
は
し
め
審
級
を
素
る
結
果
と
な

る
か
ら
で
あ
つ
て
．
か
か
る
虞
の
な
い
場
合
、
即
ち
本
件
と
同
じ
や
う
に
極
め

て
特
殊
な
場
合
と
し
て
、
第
一
審
裁
判
所
が
既
に
実
体
判
決
を
為
す
に
必
要
な

実
体
審
理
を
為
し
て
あ
る
場
合
に
於
て
は
、
同
条
の
適
用
の
な
い
も
の
と
考
へ

る
。
換
言
す
れ
ぽ
．
第
三
八
八
条
も
次
の
第
三
八
九
条
と
同
様
に
、
『
尚
弁
論

ヲ
為
ス
必
要
ア
ル
ト
キ
』
に
限
つ
て
適
用
あ
る
も
の
と
解
す
る
（
肋
勧
既
醐
蝦
破
嬬

励
舗
ガ
繍
綿
耕
贈
愉
蝋
欝
秘
額
切
殿
瀞
凝
加
％
⑳
浦
施
働
叡
嚇
殊
の
）
。
か
く
し
て
判
旨
が
広
く

上
訴
と
云
つ
て
ゐ
る
の
も
正
し
い
。
た
だ
実
際
に
か
か
る
適
用
の
生
じ
る
の

は
、
上
告
審
に
於
て
も
控
訴
審
に
於
て
も
、
極
め
て
稀
で
あ
ら
う
」
と
（
賄
酌
蜘

＝
二
巻
二
号
八
ヒ
ー
三
頁
。
審
級
の
利
益
を
失
わ
し
め
る
点
を
理
由
の
一
つ
と
し
て
同
一
判
決
に
反
対
す

る
も
の
と
し
て
　
戒
能
・
判
民
昭
和
一
五
年
二
九
三
頁
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
審
級
の
利
益
を
強
調
す
る
も

肋
叡
乱
肛
薪
糠
ル
賊
鏑
融
姻
）
。
か
か
る
立
場
を
肯
定
す
る
に
し
て
も
、
本
件
の
場
合

は
「
尚
弁
論
ヲ
為
ス
必
要
ア
ル
ト
キ
」
に
あ
た
る
が
ゆ
え
に
必
要
的
差
戻
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
一
審
に
差
戻
す
こ
と
な
く
自
判
し
た
控
訴
審
判
決

は
、
し
た
が
つ
て
違
法
で
あ
る
（
覇
諫
パ
繭
鯛
曜
琳
胱
頑
鄭
ゼ
鉢
燗
轍
隊
物
節
斑
知
捌
脂
灘
韻

的
取
扱
い
を
是
認
す
る
態
度
を
と
つ
て
い
た
こ
と
に
比
し
て
新
た
に
厳
正
な
姿
勢
を
と
り
同
条
の
保
障
す

る
審
級
の
利
益
の
確
保
に
努
力
す
る
傾
向
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て

い
る
。
三
八
八
条
の
樋
用
除
外
例
を
本
案
に
つ
き
弁
論
凌
な
す
必
要
な
き
場
合
に
限
つ
て
認
め
ん
と
す
る

趣
旨
で
あ
る
な
ら
ば
　
少
な
く
と
も
こ
の
点
に
つ
い
て
　
本
判
決
は
従
来
の
判
例
を
く
つ
が
え
し
た
も
の

と
は
断
言
で
き
な
い
。
蓋
し
、
本
件
に
あ
つ
て
本
件
の
請
求
に
理
由
な
き
こ
と
が
明
白
で
あ
つ
た
と
は
い

え
な
い
な
ら
ー
こ
の
点
は
問
題
で
あ
る
が
i
、
な
お
本
案
に
つ
き
弁
論
の
余
地
を
残
し
て
い
る
の
で

鴨
蕊
難
簾
裟
雛
硝
雄
源
潔
懸
雛
慕
棚
露
覆
犠
癖
搬
攣
雌
難
）
．

第
二
点
に
つ
い
て
．
兼
子
教
授
は
、
前
掲
昭
和
一
〇
年
の
判
決
の
批
評
中
で
判



例
に
反
対
の
立
場
に
た
ち
、
「
原
審
判
決
は
請
求
を
ば
確
認
の
利
益
の
欠
歓
に

基
い
て
棄
却
し
た
の
で
あ
り
、
か
か
る
理
由
に
基
く
棄
却
は
主
文
の
文
字
は
同

一
で
あ
ろ
う
と
も
請
求
の
実
体
的
当
否
に
関
し
て
は
何
等
既
判
力
を
有
し
な
い

も
の
で
、
し
た
が
つ
て
確
認
の
利
益
の
欠
敏
と
請
求
の
理
由
の
な
い
こ
と
の
両

者
に
基
い
て
請
求
を
棄
却
す
る
の
は
、
既
判
力
の
範
囲
を
不
明
瞭
な
ら
し
め
る

点
で
許
さ
れ
ず
、
か
か
る
判
決
は
後
の
理
由
に
基
く
既
判
力
を
生
じ
な
い
と
認

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
判
旨
が
確
認
の
判
益
の
欠
敏
に
基
き
請
求
を
棄

却
し
た
原
判
決
を
ば
、
自
ら
実
体
的
理
由
な
し
と
判
断
し
て
そ
の
ま
ま
こ
れ
を

維
持
し
確
定
せ
し
め
た
処
置
は
、
偶
々
前
述
の
如
く
訴
訟
物
を
見
誤
つ
た
た
め

結
果
の
相
違
は
来
た
さ
な
か
つ
た
と
し
て
も
、
一
般
論
と
し
て
は
不
当
で
あ
つ

て
、
確
認
の
利
益
を
肯
定
す
る
な
ら
ば
須
く
原
審
に
差
戻
し
て
更
に
実
体
的
理

由
に
基
い
て
審
理
さ
す
べ
き
で
あ
つ
た
」
と
し
て
い
る
（
蘇
断
軸
罎
）
。
控
訴

審
で
実
体
的
審
理
を
な
し
請
求
を
理
由
な
し
と
判
断
し
、
訴
却
下
の
第
一
審
判

決
を
請
求
棄
却
の
本
案
判
決
と
解
し
て
こ
れ
を
維
持
す
る
場
合
、
判
断
の
理
由

よ
り
み
れ
ぽ
控
訴
審
判
決
に
よ
り
訴
訟
物
の
消
極
的
確
定
が
な
さ
れ
た
と
解
さ

れ
る
し
、
訴
訟
物
に
つ
き
審
理
を
な
し
て
い
な
い
第
一
審
判
決
を
維
持
す
る
と

い
う
形
式
よ
り
み
れ
ば
訴
訟
物
の
消
極
的
確
定
は
な
さ
れ
て
い
な
い
と
み
ら
れ

る
。
即
ち
確
定
し
た
場
合
既
判
力
の
客
観
的
範
囲
が
不
明
確
と
な
る
と
い
う
難

点
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
（
概
醐
筋
切
薦
咽
耶
噺
朔
醗
概
紘
鳩
κ
恥
髄
駐
磁
す
）
。

　
三
、
か
く
し
て
、
原
審
判
決
は
破
棄
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
。
だ
が
し

か
し
、
X
に
当
事
者
適
格
を
認
め
た
う
え
で
、
本
件
判
決
が
原
判
決
の
み
な
ら

ず
第
一
審
判
決
を
も
取
消
し
、
事
件
全
部
を
第
一
審
裁
判
所
に
差
戻
す
こ
と
は

正
当
で
は
な
く
、
既
述
の
ご
と
く
X
は
当
事
者
適
格
を
欠
く
が
ゆ
え
に
、
原
判

判
　
例
　
研
　
究

決
を
取
消
し
第
一
審
判
決
を
維
持
す
べ
き
で
あ
つ
た
と
考
え
る
。
こ
の
点
で
本

判
決
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

八
九

　
　
　
　
（
石
川
　
明
）

昭
和
三
十
七
年
度
分
　
完

（
六
一
五
）


